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　　　　　　　　　　議　事　の　経　過

　　　　　　　　　　◎開議

○議長　　おはようございます。定刻でございます。

　　全議員の出席を見ております。

　　これより本日の会議を開きます。（午前１０時００分）

　　　　　　　　　　◎議案第18号の審議（質疑・討論・採決）

○議長　　日程第１、議案第18号、令和５年度三島町一般会計予算を議題といたします。

　　お諮りいたします。説明は終わっております。審議の方法といたしまして、歳入と歳出とに分けて質疑を受けたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、歳入と歳出に分けて質疑をすることに決しました。

　　まず、予算書事項別明細書の23ページまでを質疑の対象といたします。

　　それでは、歳入の質疑に入ります。質疑ありませんか。大竹克昌君。
○８番　　まず、地方交付税について少し質問させていただきます。前回の全員協議会であらかたの説明は受けておりますが、前年度よりもかなり増えております。これについて詳しく説明を求めます。

○議長　　総務課長。
○総務課長　　地方交付税についてのご質問でございますけれども、地方交付税、昨年令和４年度12億3,000万円ほど来てございます。例年交付割れを起こさないようにということで、見積もりを控えておったところでございますけれども、適正に予算計上すべきというところから、国全体として昨年並みの交付税額を確保しているということから、当町におきましても昨年同等の額が見込めるということで、昨年よりも多く計上したところでございます。
　　また、これにつきましては、県におきましても各町村の資産等ございまして、その額も十分にこの額を越えるような見積りとなっておりますので、適性予算として計上したところでございます。

○議長　　大竹克昌君。
○８番　　分かりました。数年前に中期財政計画等々出ておりますが、そういった中でいろいろ起債とかいろいろございますが、そういったのを含めましてこの増額等も見込みながら、この先まずその計画どおりに進むのか、まずそこを確認したいと思いますので、お願いいたします。
○議長　　総務課長。
○総務課長　　普通交付税の水位でございますが、ここ数年はずっと増額傾向でございます。
　　今、国におきましても地方への人口の流出と、地方の経済支援ということで交付税額が確保されておりますので、当町におきましても財政計画上そういった減額ということではなく、あくまでも人口は減っていきますが、現状維持というところで見積もってございますので、国の動向を注意しながら年度年度で確認をしながら計上していきたいというふうに考えております。

○議長　　大竹克昌君。
○８番　　後から間違ったなどということが出ないように、しっかり現状を見極めていっていただきたいと思います。
　　以上です。

○議長　　ほかに質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　それでは、歳入の質疑を終わり、歳出の質疑に入ります。

　　予算書事項別明細書の24ページから最後までを質疑の対象といたします。

　　質疑ありませんか。菅家三吉君。
○７番　　60ページ、商工費の管工費の工事請負費、観光交流館のイベント広場の整備2,100万円上がっていますが、こちらの事業内容を具体的な説明を詳しくお聞きしたいと思います。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　観光費の工事請負費でございますが、観光交流館からんころんの脇の空き地の整備でございまして、令和２年度から活用に関していろいろ地域の住民の方々とお話いただきながら、どういう活用がいいかを検討してきたところでございまして、このたび基本計画的な部分もまとめている状態です。
　　令和５年度において実施計画に入って、観光広場で交流イベントとかやれるような広場整備にしたいなと考えております。

○議長　　菅家三吉君。
○７番　　具体的な工事請負費と上がっていますので、例えばあそこ今現状砂利式になっていると思うんですが、例えば補装になるのかとか、例えば何か建物というか、そういうイベントやるための何か整備が令和５年度予定しているのか、ちょっとお聞きしたいんですが。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　実際の実績に関しては令和５年度当初から入りまして、完成した後、工事発注という形になると思いますが、今ヒヤリング等、議員もご存知かと思います。からんころんで地域の住民の方々からいろいろご意見いただいておりますので、最終的にそれをまとめて、あまり建物とかそういうものが欲しくないという部分もありますので、人が集まってイベントできるようにある程度空間を保った整備をしていきたいなと考えております。
○議長　　菅家三吉君。
○７番　　1,100万円の内訳というか計上した中身の内容をお願いします。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　すみません、大変説明不足でありますが、実施設計できておりませんので、具体的な中身という形ではなくて、概算での工事費等を取らせていただきましたので、具体的な中身を申しますとこれから発注とかにも関わりますので、概要では今お話したとおりで、大きな建物整備をする予定ではなく、イベントを開催できる公園、下地を整備しながら休憩スペースがあったりというような形を考えてはいるところですが、ご意見いただいた内容を基に実施設計を組んで、令和５年度中に工事発注したいと思っております。
○議長　　菅家三吉君。
○７番　　これは場所的には、今空き地になった部分のみという考えですか。それとも計画の中では駅前を含めたという事業計画だとは思うんですが、例えば駅前のバスのロータリーの部分も含めて整備もお考えでしょうか。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　今回のこの整備の中では上がっておりません。からんころん脇の広場という部分だけでございます。議員ご指摘のとおり今駅前の周辺整備ということなので、ピヨタン公園も含め、駅前の整備は今のところできていない部分はあるんですが、そこら辺も含めて今後検討してまいりたいと思います。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。五十嵐健二君。
○３番　　まずちょっと確認したいんですけれども、昨年の予算書の中には会計年度任用職員という項目もありましたし、地域おこし協力隊、あるいは支援員という形で表示されていたと思うんですけれども、今回その全てが会計年度任用職員というような表示になっておるわけです。それのちょっと説明をお願いしたいんですけれども。

○議長　　総務課長。
○総務課長　　これまで地域おこし協力隊、それから町の一般事務補助をそれぞれに、地域おこし協力隊なら地域おこし協力隊、町の事務補助は会計年度任用職員という表示をしておりましたけれども、いわゆる地域おこし協力隊も会計年度任用職員に含まれるということから、全て会計年度任用職員という身分で予算書には表示させていただいたところでございます。
○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　そうであるならば、条例の中には会計年度任用職員の給与だとか時間ですか、そういったやつは記載されているんですけれども、その会計年度任用職員に対しての雇用等の管理規則みたいなものは必要ではないんですか。いわゆる会計年度任用職員にもいろんな職種があるわけですよね。そういった職種があって、その支援員だったら支援員、協力隊なら協力隊、こういう仕事に該当するとかなんとかというそういう決まりは別に必要はないわけですか。
○議長　　総務課長。
○総務課長　　表示が全て会計年度任用職員というふうに含まれるものであって、中身は地域おこし協力隊なら地域おこし協力隊で今までと同じようにその業務の内容というものはそれぞれに決めて雇用しているというようなことでございます。

○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　じゃあそれを踏まえて別な質問をさせていただきます。ページは76ページ、76ページの生涯学習センター費の中で報酬で会計年度任用職員があります。これは多分集落支援員だとは思うんですけれども、これこういうふうに書いてある場合、私たちが見たときには生涯学習センターを運営する職員なのかなというふうに考えるわけですけれども、集落支援員という形で出しているわけですと、その仕事の内容が変わってきますよね。私たちはどういうふうに理解したらいいわけですか、これ。
○議長　　総務課長。
○総務課長　　予算書上、会計年度任用職員という肩書の中に集落支援員も入っているということでございますので、丁寧にご説明する中でここは集落支援員だ、ここは地域おこし協力隊だというようなことで、これまでどおり説明を申し上げたいと思います。
○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　そうすると、取りあえず表示としては全て会計年度任用職員という形で表示するという形でいいわけですね。そういった形でお聞きしたいんですけれども、生涯学習センター費の会計年度任用職員については、現在どのような仕事をなされているわけですか。それをちょっと確認したいんです。前は生涯学習センターカタクリの運営に関してのいろいろな仕事をやっていただいて、部落の人たちとの話合いだとか相談だとかということを説明受けたと私は記憶しているんですけれども、今、それは町直営ということで終わったわけですよね。元来、集落支援員というのは、その集落の再生ですとかいろんな事業に対する協力だとかそういった中身があると思うんですけれども、その仕事の中身についてちょっとお伺いしたいんですけれども、今後の。
○議長　　生涯学習課長。
○生涯学習課長　　今ほどの集落支援員の業務ということでございますが、今までカタクリの運営についていろいろ地区とも協議を重ねてきまして、令和５年度から直営という形になったところでございます。集落支援員につきましては、引き続き地域の活性化という意味で、地区との協議も進めておりますし、地区の行事等のほうにも参加したりそこに協力したりという形で今現在も活動を行っております。
　　今後につきましてもカタクリの直営の部分に関して、集落支援員にも引き続き関わっていただいて、よりよいカタクリの利活用が図れるように進めてまいりたいと思っておりますので、そういった意味でいろんな業務を集落支援員には今も担っていただいているところでございます。
○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　前から言っているんですけれども、集落支援員の仕事の内容をそれをちゃんと理解して使っているのかどうか、こっちは理解ができないです。ですから生涯学習課のほうでこれを扱うという問題ではないと思うんですよね。地域おこし協力隊という形でそこに当てはめるんだったらそれはいいんですけれども、地域集落員というその仕事そのものの内容が集落に対することがメインですので、なぜそれが生涯学習課のほうのこの生涯学習センターですか、そちらのほうの報酬として上がってくるのか私はちょっと理解できない。ですからその辺のところをちょっと、総務課長にお聞きしたいんですけれども、実際にこの集落支援員という立場、これは生涯学習課の仕事として当てはまっているのかどうかその辺をお伺いします。
○議長　　総務課長。
○総務課長　　集落支援員と申しましても、やはり地域全体に関する集落支援員を五十嵐議員は想定しておられるかと思いますけれども、ここに置いております集落支援員というものは、西方地区とカタクリ、こちらの活用ということについて主にメインとして生涯学習課のほうで配属しているものでございまして、集落支援員という名前そのものがほかの集落全てに含まれるのではないかというご意見もあると思いますけれども、そこは今現在、一番課題として考えているその生涯学習センターの支援、こちらの活用について、集落支援員とともに西方集落と一緒になって活用を考えていくというところから生涯学習センターがメインとして配置しているということでございますので、ご理解いただきたいと思います。
○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　言っていることは分かるんですけれども、ただそれだったら集落支援員じゃなくて地域おこし協力隊でもよろしいわけですよね。なぜわざわざ集落支援員をそこに配置したのか、その理由をお聞かせ願えますか。
○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　この今回集落支援員という形でカタクリのほうに配置しましたのは、やはり地域の実情を理解されている、周知されているという方を採用したいというところでございまして、地域おこし協力隊ですと関東圏ですとかそういったところからいらっしゃる方だということなんですが、集落支援員については地域の方でも任命できるというそういう制度でございますので、今回は集落支援員という形で設置させていただいたところでございます。
○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　今の説明、理解はできるんですけれども、先ほど今説明の中でも地域の実情に詳しい人、そういう人を配置するのが一番その仕事がやりやすいというか、そういうふうな形での説明だと思うんですけれども、あくまでも集落支援員はその集落、その集落に詳しい人が一番ベストだと思うんですよね。やはり集落の住民の人たちの話合いだとか、町と集落を話合いで結びつけるとかといういろいろな仕事も関わってくるわけですから、その集落の中の点検だとかその状況把握だとかといういろいろなものを担当して動いてくるわけですから、それは必要だと思いますけれども、何か今の話を聞いているとあくまでもそのカタクリがメインになっているような話で聞こえてくるわけですよ。実際の集落支援員というのは、そのカタクリと集落を結ぶというのも、それは大切なことだと思います。ですけれども、それがメインではないと思うんですよね。集落の再生だとか集落の今後の在り方だとかというのを集落の人たちと話し合っていくのが集落支援員の存在ではないのかなというふうにこちらでは考えるわけですけれども、町のほうでそういうふうにして集落支援員を今のカタクリの今後の在り方を、地区の人たちと話し合いながらというのは分かるんですけれども、ただ、今の現状としては町直営の形で進めているわけですよね。今度そこにその集落支援員を張りつけるわけです。結局カタクリのほうの管理のほうとか、そういったようなこともその集落支援員のほうでやっていくような形になるわけですから。
○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　集落支援員につきましては県にも確認しまして、その施設の管理業務につきましても担当していいということでございましたので、うちのほうでカタクリの運営、直営という形で今いろいろ募集をかけたりいろいろ進めておりますが、すぐ軌道に乗って運営できるという方向性はちょっとまだ見えない部分もありますので、引き続き集落支援員にもカタクリの利活用という部分に関わっていただくとともに、今後管理につきましてもやはりあそこ施設運営していく上では管理人を置く必要がございますので、そういった形で設置していきたいと考えているところでございます。
○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　そうすると、いわゆるカタクリの管理のほう、これからカタクリの運営のほうを集落支援のほうでやっていくというふうに理解してよろしいわけですね。
○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　カタクリの運営につきましては、主は教育委員会という形で運営してまいりますが、やはり施設ということで常時誰かしらいないとやはり施設も回っていかないということがございますので、やはり１名置いておきたいということで、集落支援員にはカタクリにいていただくという形で考えているところでございます。
○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　あくまでも集落支援員なので、その集落支援員としての本分はしっかりと押さえておいていただきたいと思いますので、カタクリのこれからの町直営でやるその管理運営も必要だとは思うんですけれども、集落支援員としての本分、それは絶対に忘れないで進めていただきたいと思います。あと、やはり地域おこし協力隊の件でちょっと今とは別の質問なんですけれども、53ページ、農業振興費の中の委託料、これ農業関係地域おこし協力隊が委託料として上がっているわけですよね。これは制度的には大丈夫なんですか。
○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　地域政策課のほうで町の地域おこし協力隊の設置を管理しております。今まで委託型はなかったんですが、令和５年度事業計画、予算計画する中で会計年度任用職員になるとなかなか時間制限、休み制限もあります。そういう部分と活動状況の中でぜひ委託型というのが、国県にも確認したんですが、制度的には町等も異存なければ大丈夫だということで確認させていただいて、要望もあったということもありますので、要綱の中に委託型業務委託と委託型協力隊員設置を変更させていただいて、制度的には大丈夫なようにしてあります。
○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　そういう話でこれは大丈夫だと言うんですけれども、お金の部分ではこれ町で管理する必要はないわけですか。これそっくり事業所なら事業所に出してしまっても大丈夫なんですか。
○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　基本的には町に来る480万という上限がありまして、その予算の中でということになると思います。給与に関しても20万8,000を超えてはいけないというような要綱の中で決めて、ただ予算の管理についてもぜひそれは活動報告と予算に関しても、最後に確認させていただくということをしておりますので、丸投げというか全てお任せしてやってくださいということではなくて、管理しながらやっていただきたいと担当課において管理してやっていただくという形にしております。
○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　そうすると観光関係のほうで協力隊が入った場合には、観光協会とかそういうところに予算をそっくり預けて、全てお願いしますというような形でこれからも進めていくというふうに理解してよろしいわけですか。
○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　当課のほうの観光関係に関しては、今観光協会に全てお願いするということの想定ではなく美坂とかそちらのベースも含めながら考えていますので、ちょっと観光協会に置くのではなく、町のほうにおいて重点的な部分に取り組んでいただくようなことをしていこうかなというふうに考えております。ただこの制度ができたので、状況にもよりますが、観光協会に委託できるということも可能にはなっております。
○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　お金の面ではやはり意外と何ですか、車の借上料だとか細かい部分が出てくるわけですけれども、そういったやつを一切会社なら会社、そういったところにお任せするというふうな理解でよろしいわけですね。
○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　やはりお金に関しては受け入れる団体と町と協議させていただいて、町が想定している部分、基本的にはやはり給与と補償関係、保険関係もありますので、そこをベースにしながら今まで協力隊予算で計上したものはこういうものだというものを支援団体と協議して、支援団体で欲しい部分もあると思いますので、そこら辺は協議しながら委託内容を決めていくという形になると思います。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。菅家三吉君。

○７番　　53ページ、農業振興費の委託料の部分で山菜加工場の支援アドバイザー244万8,000円上がっておりますが、これ去年の全員協議会でも少しお話しさせていただいたんですが、今後もこれずっと出し続けるのかというのがまずお一つと、今回私がちょっと認識間違いだったら申し訳ないんですが、新たに契約を受託者と結んだのかなと思うんですが、どういった内容の契約だったのか、ちょっとお伝えいただければなと思います。
○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　山菜加工場の支援ということで、何年か前からアドバイザー阿部さんのほうを派遣しております。今回の予算に農業関係で地域おこし協力隊、今ほど話していた委託型の協力隊を山菜加工場に派遣しようと思っています。その人は後継者として置くべきものであります。その後継者がある程度一人前になるまでアドバイザーの派遣はやむを得ないのかなと考えています。さらに山菜加工場の経営改善が図れるまで、一定期間は必要なのかなと思っています。それがいつまでかというのは今ここでまだ明言できるような状況ではないです。阿部さんとの契約の質問なんですが、今年までは契約していましたが、来年は委託型ということで、年間週３日程度の委託契約を結ぼうと考えていますが、今現在まだ契約は至っておりませんし、本人の来年もやってもいいという同意の状態であります。
○議長　　菅家三吉君。

○７番　　何かちょっといろいろ話が思っていたのと違う話になってしまったんですけれども、まず山菜加工場自体は町の会社ではないですよね。１名アドバイザーとして派遣というかお願いして、加工場の新商品開発をメインにやっていたのかなと思うんですが、今度、協力隊を入れるとなると、ＪＡさんとはどういったお話でこういう話になっているんですかね。そういうのももろもろＪＡさんとも協議済みで協力隊の派遣という話になっているんでしょうか。
○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　町長、ＪＡの組合長以下、山菜加工場の立て直しについていろいろ打合せやっています。現在、元工場長だった方が定年退職して再任用という形でいるんですが、その方はもう大分、１回退職していますのでＪＡさんとして、ぜひ山菜加工場の後継者を育成していただかないと、なかなか山菜加工場これからずっとやっていけるのかという問題がありますので、まずはＪＡさんのほうに山菜加工場を運営できる後継者のほうをお願いしますというお願いしたところ、なかなか山菜加工という特殊な分野なので、適任者がいないということで、地域おこし協力隊について町で３年間費用的なものを面倒見れるので、そういった専門的な知識のある方を取りあえず採用して、山菜加工場の後継者になれるような形で体制について町で支援するということで、ＪＡと協議した結果、山菜加工場への地域おこし協力隊の予算計上に至った経過であります。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　この件について私もちょっとチェックしておったんですが、山菜加工場さんということで、３年前からちょっと経営が思わしくないというようなことで、町に何とか赤字補填等々していかなければ、このままの継続はできないんですよというようなことで、町としても町長から説明があり３年は何とかできる範囲で協力していくんだ、いきたいんだということで説明があり、何とか理解していただきたいというようなことがありました。一つとしては１回目には初年度は赤字の補填も町でしております。かつ山菜加工場のアドバイザーとして、１人の人を知識のある、また流通も持っているというようなことで、町でお金を出してその方を送り込んできたと。これも３年たっております。私もそれがまた復活かなというふうなことで見ていたら、また話が大変変わっておりまして、今度は地域おこし協力隊をそこに充てていくんだというような説明、今初めて伺いましたが、地域おこし協力隊で専門的なもの、まず最初に伺いますが、山菜加工に対して、また山菜の流通に関して専門の方というのはめどが立っているのですか。
○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　今議員言われたように、なかなか難しい状況だということは把握しています。ですから支援アドバイザーである阿部さんのほうを通じて、適任者がいないかどうか探してもらっている状況であります。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　予算でありますから、これからそういう方を探して地域おこし協力隊として送り込みたいんだという考えであるのかなというふうに思うんですが、今、菅家議員が最初に話したように、この山菜加工場の問題については、何といいますか町のものではなくて、施設は町のものでございますが、運営そのものは農協さんが行ってずっときております。またそのために建てたものでもあるというふうに理解しておりますが、その中の経営に今まで随分やって、町としてもやってきました。年月も３年はたちました。３年見てみようというようなことの説明もありました。しかしこういう形で出てきたらなぜと思うんですが、守らなければならないんでしょうが、何か全員協議会でもあったようにこれは町がやるものですか。いつまでも持ち出しでやっていくんですか。昨年もやってこられて、アドバイザーで送り込んでおった方の実績といいますか、ある程度見えてきたということで、黒字とまでは言わなくても随分しぼめてこられてなってきたんだと。最後までじゃないでしょう、もう農協さん頑張ってもらうのに農協がやらなければということで全員協議会でも話をしたはずですが、なぜこういう形になってくるのかということが非常に理解できないんですが、農協さんで先ほど課長が説明ありましたが、町で専門的な人間を送り込んでいただけないとやりませんよと。それ自体話合いの時点でおかしいんじゃないでしょうかというふうに感じるんですが、ＪＡさんとの話、なぜそこの事業で町で送ってこないとできないんだよというようなことに、なぜそれで町で出してやっていかなくてはならないのかなということで、この点私もお伺いしたいと思うんですが、もう少し農協さんとのやり取り等の内容、そしてなぜなのかというようなものを詳しく説明していただきたいんですが。
○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　令和２年度、令和３年度の予算から山菜加工場について町で支援をするということで、当面３か年という期限を切りました。３か年の期限をもって、町で支援した結果、町でやる手段も検討するということでしたが、今現在３か年たって、まだ山菜加工場の赤字については向き直してはおりますが改善されていない。アドバイザーともいろいろ協議した結果、町でやる選択肢についてもちょっと今現在、今の山菜加工場の作業員とかの構成で、なかなか町でやるのも難しいということで、ＪＡで継続していただくしかないという町の判断をしました。その結果、ＪＡのほうでもここ３年の町の支援状況をかなり感じておりまして、山菜加工場の運営をやめるということは言っていません。町の協力で大分持ち直したので、今後も町と連携した形で山菜加工場の運営をお願いしたいということで、その中で町の支援として山菜加工支援アドバイザーの派遣と、あと後継者対策として地域おこし協力隊を募集して後継者対策に支援していきますので、農協さんも引き続き山菜加工場の運営についてやっていくということで、同意の上でのこの結果であります。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　では、本家本元のＪＡさんは、この農協加工場の運営に対してどのような努力をされている、またどのように町では見ておるのか、説明願います。
○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　昨年については、売上げが1,200万円ほど上がっております。これは今までちょっと落ち込んでいたＪＡ内部の食材ですとか、そういったものにＪＡ内部で大分町のほうで協力いただいているので改善しましょうということで、遅かれながらＪＡ内部でかなり積極的に営業をかけて、山菜加工場の製品を使っていただいています。しかしながら昨年の資材の高騰、燃料費の高騰で、やはりその原材料費等を含めた経費が1,200万円程度売上げと同等程度上がってきたものですから、結果的に黒字には至りませんでした。いろいろ改善事項、新たな新商品の開発等もありますので、そちらに向けてもう１年山菜加工場にアドバイザーを派遣した形で、経営改善を図っていきたいと考えております。町のほうとしても支援アドバイザー入れた効果は目に見えてありますが、コロナ禍で売上げがなかなか伸びないという問題がありますので、コロナが落ちついた今後、もうちょっと山菜加工場の経営改善に向けて取り組んでいって、経営改善になるように努めていきたいと考えております。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　農協、今の説明のＪＡさんの中で販売を強めたというようなことで、自分の中でやってみたら若干の改善は見られたということでありますが、あくまでもそれは自分の中の話ですよね。どのような努力、一つの努力には間違いないんですが、経営、売上げがどれだけいったというのはもう当然大切なんですけれども、上がるために何をどんなことをどれだけやってみたんです、こういうことをやったんですというのが見えないんじゃないですか、今の説明では。自分の中で自分たちの中で使い切りましょうというようなことやって非常にいいことです。それも大事なことですけれども、本当の改善策としては見られないですよね。だからそこをやってもらう、そのような協議をすることが大事なことであって、それもなしにあくまでも経費、売上げと経費のことだけでやってきて、そこに町で支援していかないとできないよというのをちょっとあまりにもおかしすぎるんじゃないかと。そして３年、何とか見てみようというようなことを町長から説明もあり、町にあるものであるので、協力してやっていきましょうということで議会と一緒になってやってきたわけですけれども、期間も何もなくなってしまっている。また復活させてきている。いつまでやるんですかという質問出てくるのも当然になってくると思います。全然、全然とは言いませんが、相手方の努力が見えないというのが現状ではないかというふうに見えるんですが、いかがでしょうか。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　先ほど言ったようにＪＡさん内部で食材ですとか、そういった形で売上げの向上に努めております。そのほかにも柳津の河内商店さんやヨークベニマルさん、そちらのほうにも売上げを拡大して、新商品を入れている状況です。また今後さらなる商品開発と売上げ向上を努めるためにも、山菜加工場にアドバイザーの派遣は必要不可欠ということで、今回予算計上に至った次第であります。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　例えば一つの例としまして、今アドバイザーの方、いろいろ山菜に詳しいといいますか、いろいろな個人の方よりはそういう関係の仕事をやっておられたので詳しいということでやっておりました。その方に対して町で３年間助成をしてまいりました。であるならば、ＪＡさんではその方がやってきたこと、やっていたこと、去年あたりはその方個人に対する実績、実績というかそのことまで説明、課長からありました。であるならば、その方と農協さんは直接話をして、どういうふうにしていかなければならないんだ、来ていただけないのか、これから一緒にやっていけないのかというようなことはＪＡさんはやらないんですか。なぜ町でそれをやんなくちゃいけないんですか。ＪＡさんでやる仕事でしょう。いかがですか。
○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　毎年年２回、山菜加工場の経営改善に向けての検討会あります。そちらについて町から私と副町長、あとアドバイザーの阿部さんも出ております。農協については組合長は欠席しておりますが、専務います。その中で山菜加工場に係る経営改善に向けて内容を協議しております。それも阿部さんの提言について、農協さんのほうで前よりはかなり聞いていただいている状況で、毎月ある程度収支、決算はＪＡ内部のほうでやった中でどういった経営改善になるのか、ＪＡで自分で努力しながら経営改善に取り組むという姿勢が出ております。山菜加工場の支援アドバイザーの予算についても、できれば農協さんで全部出してもらえれば一番町としても助かりますという話を申しております。
　　しかしながらＪＡさんとしてもなかなか予算的に取れないので、町のほうの支援をお願いしますという話です。以前は山菜加工場についてＪＡさんのほうから、正直な話、町で予算で出してくれないともうやめるしかないからという話もありましたが、ここ３年の町の支援体制のほう、ＪＡさんのほうもかなり感じておりまして、今現在やめるという話はＪＡさんのほうから聞こえてきません。町と協力して山菜加工場を運営していきましょうという友好的な関係でありますので、そういった形でＪＡさんも努力するし、町も支援するという形で山菜加工場の10人程度の従業員おりますので、雇用の場を守るということでご理解願いたいと考えております。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　ＪＡの加工場も閉鎖されては非常に困るのは当然でありますので、ただＪＡさんのやらなければならないことという町でできること、しっかりとやはり確認し合うというんですかね、線はやはりちゃんとした線を持って、やはりこれに対応していくということが必要ではないのかと思いますので、いつもその点を頭に置きながら協議していっていただきたいというふうに思います。
○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　その辺は十分理解しながら、今回の議会でもこういう話がありましたのでということで、ＪＡによく説明しながら円滑な継続できる山菜加工場の運営に努めていきたいと考えております。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。大竹克昌君。
○８番　　前回、全員協議会のほうであらかたの説明は受けておりますが、改めてこの歳出のほうで質問させていただきます。今回の歳出の中で、かなり大きな金額のものが２つあります。普通建設の事業費ということで、民間補助や県補助過疎債を使ってのＳＳ整備、食糧処理の施設整備ということで補助事業費のほうで上がっております。３億を超える金額となっております。これは全員協議会のほうで説明を受けた中で、物価の高騰やいろいろな理由があり、1.5倍等のもともとの値段より上がっているということでなっております。私もそれは理解をします。そういった中で今回のこの予算の中で、この事業は推し進めるという考えであります。そこでちょっと質問したいのですが、今現在この金額が上がっておりますが、これからも物価の高騰やその他もろもろ維持して金額が上がっていくのが見込まれますが、そういった中でこの工事は何があっても進めるという考えでよろしいでしょうか、町長。
○議長　　町長。
○町長　　今ご指摘ありました３億1.7倍の経費が上がっているということで、非常に内部でも何回も議論をしながら、財政の計画等々をうんうんうなりながら、あるいは県の診断を受けながら、町は一応実施するということで、決定した次第であります。この３万、あとは１億はＤＸみたいなそういうコンピューターのことが入ってきますし、相当予算を取ると、そうすると７億ぐらいの予算がされるということで、小さい町にとっては非常に窮屈な予算が今後想定されるということで、どうするということで、じゃあ２年に延ばすかとかあるいは３年に延ばすか、あるいはやめるかといろいろな選択を考えたんですけれども、それは補助金の関係で２年に延ばすということはできないということも含めて、これでやはり地場産業として大事だし、ある面では今後窮屈な予算にはなると思いますけれども、やるという決断をしたところでございます。確かに今ご指摘のとおり大変な議員の指摘でございますけれども、致し方ないでなくて持続可能なこれ今後の計画に持続可能な町、あるいは財政をつくるためには今後ここでやっておいたほうがいいだろうということで、予算に計上し、議会の皆さんにいろんなご提案を申し上げながら実施したと。今回もある面では当初の予算の説明あるいは一般の内容について、コロナ禍でも異例の何というかいろいろ財政が関わってくる部分、大変だけれどもやはり地場産業の育成ということで、ある面ではうちのほうは各種温泉はありますけれども、例えば会津地鶏、あるいは会津桐、あるいは非常に地場産業にとってやめるという選択肢も恐らくあるんですけれども、先ほど雇用の場と課長が言いましたけれども、あとはある面では建設業というのは何というか公共事業ですから、ある程度の予算を持ってきてある程度分配できるということですけれども、自分たちで稼ぐとなると大変な事業なわけです。先ほどいろいろ菅家さん、二瓶さんほうから質問あったように難しいというようなことです。そしてコロナ禍で少し本当は一千何百万くらい上がったんですけれども、また、なかなか例えば山菜加工場が大変だと、地鶏も、私も福島大学の学長になったりあるいは社長さんと一緒に行ったりあるいは、東京の大学に行ったりいろいろ苦労しながら本当に大丈夫なのかなということでは考えては、非常に迷いますけれども、しかしやはり例えば会社もやるというような、ある面ではそういう姿勢でおりますので、我々も公費を使いながらやるというわけですから精一杯頑張っていただく、あるいは町がどういう支援ができるのかというところで、農協も支援はしているわけですけれども、まだ普通の母体がみんな小さいですから、そういうことを含めて、今後慎重に財政を見ながらいろいろ２つで６億ぐらいの予算になりますけれども、やるということで考えたんです。
　　しかしながら財政計画をしっかりしながら今後の運営を図っていきたいので、ご理解を賜りたいというふうに考えております。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　ありがとうございます。ぜひ健全たる工事をやっていただきたいと思います。前回も全員協議会で二瓶議員さんからご指摘がありましたが、その都度その都度の小さな説明でも大きな説明も、議会のほう通してもらって、やっていただきたいと思います。
　　また、私も町長と同じ考えで、町の発展には何かをやらなければ進まないと思います。ぜひ町の負担が減る努力もしてもらって、事業を進めていただきたいと思います。
○議長　　町長。
○町長　　会津地鶏のことなんですけれども、30日だっけ、伊達鶏と川俣シャモ、あと三島の地鶏で一応福島県の三大地鶏ということで、非常に県のほうも期待しているということで、ここで記者会見、報道陣が来て記者会見をしながら、今年は美坂高原で三島の地鶏を川俣シャモと伊達鶏をやると、その次は川俣かあるいは伊達のほうに行ってやるということで福島県も非常にバックアップしていただいておりますので、そういうことも含めて、やはり今後コロナ禍のコロナ後の地場産業のどこも本当に困っているんです。やはり伊達も川俣シャモ、だから一緒に頑張ってやろうということになりましたので、そういうところもうまくマスコミを使いながら活用しながら、あるいはそういう進行を諮っていきたいというふうには考えております。それは地鶏ばかりではなくて、ある面では地場産業の経営の問題もそうだし、様々に連携を組みながらカスミソウみたいなああいう形にできれば一番いいのかなというふうには考えております。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。矢澤　昇君。
○１番　　生活工芸のアカデミー生のことをちょっとお聞きしたいんですが、また復活して今年はやるということですので、大体何名くらいで、大体年代層はどのぐらいなのか、ちょっと教えていただきたい。
○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　令和５年度よりアカデミー生募集再開しまして、面接終わりまして本人の意向を確認し３名、女性３名の方が合格となりました。20代の方２名と40代の方１名でございます。
○議長　　矢澤　昇君。
○１番　　アカデミー生は、また浅岐地内のあそこに住むと思うんですが、浅岐地区の中での対応というか、その受入れ体制というのはできているんですか。
○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　募集を始める前に浅岐地区にお伺いいたしまして、浅岐地区、これまで受けていただいた中のご意見いろいろいただきまして、大変逆に応援したいという部分と、参加するアカデミー生さんの立場に立って町もいろいろ考えてあげてくださいということで、今のところは受入れには大変前向きに取り組んでもらっていますが、これから受講生も決まりましたので、具体的な中身については世話人であったり浅岐での体験とかそういう部分もありますので、これから詳しい話に入っていきたいと思います。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。五十嵐健二君。

○３番　　29ページの工事請負費の中に、集会所エアコン設置、これが前のほうの説明で、５地区で300万という予算を取っているわけですが、その５地区というのはもう決定しているわけですか。
○議長　　総務課長。

○総務課長　　大谷、浅岐、間方、名入、宮下の５地区を想定しております。
○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　分かりました。ありがとうございます。
　　先ほど矢澤議員のほうから説明があった生活工芸アカデミー、これの予算が980万ぐらい重点事業の中には出ているんですけれども、これは生活工芸振興費の中に全て網羅されているという理解でよろしいわけですか。
○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　議員ご指摘のとおりでございます。
○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　すみません、細かいことで。49ページに、保健衛生総務費の中の保健対策推進協議会委員報酬６名、その下７番目の報償費、これも同じような保健対策推進協議会委員２名というふうに出ているんですけれども、これはどういうふうな形での捉え方でよろしいわけですか。
○議長　　町民課長。

○町民課長　　同じく今ほど申し上げました報償費の中の２名と報酬の中の６名という形で上がっているんですが、実は委員の中の同じメンバーでございますけれども、謝礼の支給の仕方がありまして、この２名の方につきましては、県立宮下病院のお医者さんを対象をしている予定です。では報酬でお渡ししますと、ちょっと県の機関の関係でありますので、報償費という形で支給させていただくというやり方でしておりますので、２つに分けて出しているということでございます。
○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　そうすると保健推進対策協議会の委員というのは、８名というふうに考えてよろしいわけですか。
○議長　　町民課長。

○町民課長　　そのとおりでございます。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。矢澤　昇君。
○１番　　59ページなんですが、商工費の中で下のほうで宮下駅周辺等のナイトタウンエコノミー推進事業ということは、具体的にはどういうことなんですか。
○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　この事業、歳入でもありましたが地方創生推進交付金を財源といたしましてやります。コロナ禍でハード、からんころん脇の駐車場を開庁整備と併せてやらなきゃいけない部分がありまして、駅前の活性化を図るということでナイトタイムというので今、予定挙げているのは菜の花のライトアップであったり、駅前でのマルシェであったりという部分を想定して、駅前を夜も昼も、昼もやるんですが特別列車やるときもありますが、それ以外で夜の活用も含めて、ナイトタイムエコノミーという部分で夜に駅の周辺をにぎやかすという事業を展開してまいりたいと思っています。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。大竹克昌君。

○８番　　先ほど五十嵐議員さん少しお聞きなされましたが、集会所のエアコン設置、このことについてちょっと一言だけ。いろいろ物価の高騰等がありまして、この予算がついてからの事業になるかと思われますが、各地区の要望が多分去年から上がっている、その前から上がっているものかと思われます。どんな事業よりも、住民のためにこういったエアコン設置、こういったものが物すごく行政のサービスとしては私は大事な仕事だと思いますので、すぐにでもこのエアコン設置、夏が来る前につけばいいのであろうと思いますが、急いでやっていただきたいと思います。いかがでしょうか。予定があれば。
○議長　　総務課長。

○総務課長　　やはり、夏前に工事できるように進めてまいりたいと考えております。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。五十嵐健二君。
○３番　　最後にすみません。31ページの委託料の中に地域循環共生圏推進協議会の運営業務委託110万ですね。重点事業の中にはこの頭に、再エネ導入可能性調査という文言が入っているんですけれども、これの中身というか、一つは協議会運営の委託というのはどういうことを指しているのか。あと、再エネ導入可能性調査というのはどのような調査なのかちょっとお伺いします。
○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　委託料110万でございますが、地域おこし協力隊の予算を活用しまして、なかなか私たちが調べられない木質バイオマスの機器とか、皆さんにも何度かご協議いただいた部分ですが、機器の性能性であったり三島町に入れたときの導入のコストであるとか、そういう部分を調べていただくほか協議会の総会なり幹事会なりの部分、運営の支援ということで資料の提供をそういう部分をやっていただくということで、この予算を取っているところでございます。
○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　その委託先というのはもう決定しているわけですか。それと再エネ導入可能性調査も含めた、この委託というふうに考えてよろしいわけですか。
○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　委託先については、令和４年度も日本工営さんというところにお願いしておりまして、再生可能エネルギーの先駆的な取組をされているところで調査にもたけているということで、令和５年度においてもこれから契約となりますが、そのような形でもしお願いできるような形で進めていきたいと思っておりますので、再生可能エネルギーの可能性調査についても、同じくうちのほうからこの施設この施設という部分で今取り組んでいるわけですが、それに関してこういうものを入れていくという、協議しながら入れていくという調査をお願いするということでございます。

○議長　　ほかに質疑ありませんか。大竹克昌君。
○８番　　歳出の中で大きくざっくりと質問させていただきます。何回も一般質問もさせてもらいましたが、美坂高原についてでございます。今回、地域政策課のほうで頑張っていろんな事業が残っております。またトイレの改修等もございます。そういった中でイベント等の活用が多く見られるのかなと思っております。そういった中で一つ最初に聞きますが、新規で星空認定制度ということで上がっております。これについてちょっと詳しく説明をお願いします。
○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　こちらの重点事業にも多少ちょっと書かせてもらっておりますが、星空認定事業ということでございますが、これの一番大きな部分は目標の丸の２つ目、資源、強みを活用した観光交流と町観光施設の機能強化ということで、星空保護区認定、これ国際的な星空保護区の認定がございまして、渡辺淳一先生、民報からいろいろ講演いただいた中で、美坂高原は奥会津の中でも星がきれいに見える、この大変すばらしい地域を保存しなくてはいけないんじゃないかということもありまして、今年度、４年度から先生の講演をいただいたり美坂高原の活用に取り組んでおります。星空保護区に町としても取り組みたい、町全体が取り組むじゃなくて、美坂高原を国際的な星空保護区、星空を守る地域に選定したいということで、こちらの認定に向けた取組を令和５年度進めていくという形になります。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　私もすばらしいものだと思います。これを受けていただいて、ぜひ星空のきれいな三島町ということでＰＲをしていただいて、ほかの観光につながるようにお願いしたいと思っております。そのほかに今この美坂高原ですが、今年１年イベントのほかにどのようなものをやる予定でしょうか。
○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　特に、やはり１番大きな部分は星空活用のイベント、また先ほど産業建設課のほうから、町長からもお話あった会津地鶏、三大地鶏のイベントあります。ただそれだけではということで、今実行委員会組織をしておりまして、地域の若い方々と話している中では、やはり通常活用できるキャンプであったり、施設を利用した食事の提供なりができないかということで、ただイベントをやって人を寄せるのはあるんですが、その後の次のリピーターにつなげるような、何というかお金がかからないといっても来て楽しめるような取組をちょっとずつ加えていけたらなというふうに考えております。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　今回のこれは予算の審議でありますから、そこまで私も突っ込みませんが、ぜひ美坂高原、１年通して動かせる何ですか、活用法というかそういったものに予算をいっぱいつけてでもやっていただきたい。そのように私は思っておりますので、その実行委員会のほうでよくもんでもらって、キャンプなりなんなりやっていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。二瓶俊浩君。

○６番　　34ページの役務費、ボイラー管理ということで上がっておりますが、これは工芸館の保守点検、ボイラーの保守点検料ということでしょうか。

○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　議員ご指摘のとおりでございます。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　何年前だったかな、３年くらい前から保守点検ということが出てきたということでございますが、当初54万くらいの記憶をしとったんですが、前年度も94万というような予算で上がっておりますが、その辺どのようになっておるんでしょうか。
○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　まずこの94万の内訳ですが、ボイラーの本体、まきで燃やす部分の本体の点検が49万5,000円かかりまして、夏、今度、冷水発生機のこれのメンテナンスというかその部分が冷たい空気にしなきゃいけない部分で、それが18万7,000円、冷房暖房切替えが年２回ありまして、それが９万3,000円でやはりちょっと出てきたのが煙突を清掃しなきゃ、点検しなきゃいけないということで、それが16万5,000円でトータル94万円となっております。当初、二瓶議員ご指摘の50万という部分がボイラー、煙突部分がちょっとなかなか想定できなかった部分あるかと思いますが、今94万でこれがかかるという形になっております。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　倍までとは言いませんが、保守点検でも毎年かかるお金が約倍近くにアップしていくと、これはずっと続いていくんだということですね。これ一旦置きまして、その上の需用費の修繕費、これについて説明願います。
○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　議員ご指摘の修繕料ですが、310万5,000で上がっておりまして、この内訳なんですが、施設の一般修繕として10万、木工機械として10万円、全員協議会で説明させていただいたボイラーの多分断熱材という部分で232万4,000円でございます。議員ご指摘の部分での説明は、ボイラーの断熱材ということだと思いますが、当初議員ご存じかと思いますが冷房です。冷房が１階部分は配管がなっておりまして、暖房は使えるんですが１階部分は冷房を使うためには断熱材を巻かないと結露をしてしまって、冷房を使えないということで、当初は２階が多く人が集まるということもあって、２階のみで２階からもしやるときは扇風機を使って冷気を落として、１階のホールを冷やそうと思ったんですがなかなかそれがうまくいかない部分ありまして、１階の配管に関して断熱材を巻いて、今度は運用で上、下と切り替えて冷気を出すという形で、今修繕の予算を上げたところでございます。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　この修繕というものは、今年単年で終わりだということですが、90万というお金はずっと続いていくということでございます。このほかに林業費のほうで上がっております全額とは言いませんが、140万何がしのまきをつくる経費も当然かかっております。思うんですけれども、一般質問でも何回か言わせていただいていますが、今までどおりといいますか、普通の暖房、または冷房の方法でやっていくならば、エアコン設置は別としてやっていくのがあるならば、燃料等々のもの等々考えていった場合には、一番最初に質問させていただいた時点でお伺いしたときには、冬の燃料であの時点で35万円くらい、冷房は当然ありませんでしたので、学校がエアコンを設備いたしました。学校と同じくらいの電気料は使うんであろうというようなことで、前回の佐藤教育長さんに調べていただいたところ、ＬＥＤ化によって逆に学校のあれが下がってきちゃっているんだと。電気料が下がっているんだと。エアコンをつけても下がっている。ただ、エアコンで実際には月３万いくかなというようなことで、それでも４か月みても12万くらいだということであって、五、六十万、夏冬の足して五、六十万くらいになるんだなということで私は思ったんですが、実際にはこのボイラー管理のボイラーの保守点検といいますか、その管理だけでも約100万円、そのほか燃料のまきをつくる手間等々で150万円くらいいっちゃう。前から今までよりは200万から250万円の差は出るんだよということを私はずっと訴えてきました。したがっていろいろな修理、私この修理がどんどん出てきたのかなというふうな取り方をしていたものですから、質問させていただいたんですけれども、当然それも出てくるであろうと思いますので、やはりこれは、これから今さっきも建物建築の話とお金ない中でやりくりしながらやらなきゃならないんだとは言っているんですが、実際にはこういうところで抜けているんですよ。それをそういうことを踏まえて、しっかりと町議会等でしっかりと協議をしていかなければならないんじゃないのかなというふうに感じておりますので、その点町ではどのように思いますか。経費かかってもやっていかなくちゃいけないんだというような考えでいるのかどうか伺います。
○議長　　町長。
○町長　　今、経費のこと、当然地域の分を使うとお金がかかることは当然、町のほうも想定していない。二瓶議員ご指摘のように、これからは再生エネルギーという時代に入ってくる。そうした場合に、やはり地域の資源をどういうふうに地域の中で回していくのかということが大事で、そうしますと、例えば今言った30何万をこういう買う土地代が、なかなか特に福島県なんか原発の問題がありますから、なかなか難しいと。そうしますと、再生エネルギーということで今日の新聞にもありましたように、再生エネルギーのパネルが物すごい売れているということですね。そうすると、例えば今まで５万しかかからなかった電気料が10万かかって、持たずにということが、あるいはテレビとか新聞報道される時代で、そしたら今度はＣＯ₂の問題とかゼロカーボンの問題とか様々出てきたときに、例えば日本全体が恐らくそういうような再生エネルギーとか、あるいは原発をどうするかというのはそれは国の問題で、今大分したもたしたもたしていますけれども、ただ、大きな流れとしては私は間違えないと。特にこの奥会津はどういうような地域をつくっていくのかという部分になると、やはり環境とか自然とか、あるいは福祉とか医療とか、そういうこうある面ではそういうキーワードにしながらこの地域をつくるということで、どこの町村も再生エネルギーとかあるいはゼロカーボンとかということを進めていかなきゃ国のある面では流れの中で、あるいは世界の流れの中で進めていかなきゃならないということで、ある面では非常に例えば、プラスかマイナスかというと、恐らく取りあえずはマイナスの時代がずっと続くだろうというふうには考えます。
　　しかしながら、やらなきゃならないということ、例えば自動車、電気自動車が、その次入るようになるんでしょう。だから、二瓶議員おっしゃるように、考え方としては分かりますけれども、プラスかマイナスかということ。しかしながら、そういう時代に乗るには、やはり今どこの町村も再生エネルギーを導入しようとか、あるいは何々しようとかということの流れになってきたことは確かなんです。だから、例えば単身用住宅、あそこの病院の下にある。あれが環境省と相談しながら温泉エネルギーを利用して、例えば小説を作ろうと。若い人がそういうことが例えば環境に優しいという地域なんだということになれば、移住したりあるいは交流したりして、そういう地域をつくっていくということが、これからのこの辺の生きる道なのかなというふうには考えておりますので、いろいろ議会とも議論しなきゃならないんですけれども、時代の流れと、それに沿うような例えば予算もほとんど再生エネルギーだとかなんとかエネルギーとかとそういうのがいっぱい来るわけ。うちのほうでも、例えば企画調整後の予算を取ったりあるいは総合、あるいは農林水産部の予算を持ちながら少しずつ少しずつやっていくというのは、これからの大きな国の流れなのかなと考えておりますので、そういうことを含めて、やはり何かいろいろうちのほうも情報が少なかったということもありますけれども、そういうことを含めてみんなで議論して、じゃあどういうエネルギーの政策がいいのかというようなことも含めて、みんなでやって全員協議会のときとか、中で議論していただくことがこれからの地域あるいは三島町にとって大事なのかなというふうには考えております。当然、二瓶議員さんおっしゃるようにプラスかマイナスかというと、考えてみるとしばらくはマイナスで、ただし、例えば健康づくりというポイント制度をつくってやると、お金が地域の中に落ちていくというようなことが、そして地域の人も宿って地域で使われるような仕組みをつくるというのが、やはり会津全体とかあるいは只見川流域の西方の生き方なのかなということで考えておりますので、その辺はちょっといろいろまだこれだということのマイナスだということは分かりますけれども、この流れが本当に間違っているのか、あるいは本当に正しいのかというようなことが、やはりそういう議論も含めて、あるいは国の動向、福島県の動向も含めて、いろいろ今後ともご指導いただきながら、あるいはいろいろ議論をとおしながらやっていきたいなというふうには考えますので、よろしくお願いいたします。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　何かずれてきたのかななんて思ってちょっとあれなんですが、町長さんの言うのも分からないんではないんですが、はや事業始まって数年たっているんですよ。250万で４年たてば1,000万なんですよ。だけれどもマイナスだけれども、将来はなるんだなるんだと言っても、それは大事であるステーツ、第２に、次には必ず今言っているゼロカーボン、脱炭素、循環、このようなきれいな言葉が出てきます。じゃあ実際、何数年たってなっていますかと、何回も一般質問でもさせていただいていますけれども、なってないんですよ。それを無理して現状に合わせて言葉じゃなくて、現状に合わせて考えていくことも必要であろうということを非常に感じますので、やはり大事な問題なんだと、特別なお金がかかっているんですよと、税金がかかっているんですよということを自覚しながら、やはりどうしていくのか、休むのか、赤字でもどんどんどんどん金をつぎ込んでいくのか。結論的にはそうなっていくのかもしれませんが、やはりしっかりとした議論を持った上で予算を上げていってこんな修繕費取れたほうがいいんだ、ボイラー管理費取れたからいいんだ、通ったからいいんだ、そういう問題じゃなくて、根本的な考え方をしていく、進めていく必要がある大きな問題であるというふうに感じておりますので、ぜひ全員協議会等の一つのテーマとして、大きなテーマとして１回だけでなく何回にも分けても、やはりこれはやっていかなければならないというふうに感じていますので、その点についてお願いいたします。
○議長　　町長。
○町長　　今、二瓶議員さん言うとおりだと思います。我々はやはりある面では国でほとんど交付税とかあるいは税金が結構税金も１億ぐらいしか入らないんです、本当に。その中でやはり我々はためることは簡単なんです。やはりどういうふうに例えば公共事業をもってきて地域の中に何というか仕事をやってもらって、そこに雇用の場をつくっていくのかということが我々の大きな仕事だと思う。その中では確かにマイナスあったりあるいはプラスになったり、とんとんで例えば持続可能な社会、こう言われたとんとんの時代というのも大事です。この辺の先ほど財政の規模を言いますと、昭和も金山も三島も柳津もほとんど大体同じなんですよ。表を見ると。だからそういうことを含めて、金を貯めればいいのか、ためてオーケーで仕事やらないのがいいのかというようなことだと、でもそうしますと我々とか特に役場なんかは達成がないとかやはり役場は金を持ってきて、どういうふうに地域の中で町民が便利になるように使っていくのかということが課題でございますので、そういうこと含めて全員協議会とかなんかで含めて、いろいろ時間を取りながら議論しながら、いい方向に持っていきたいなというふうに考えておりますので、ご理解を賜りたいというふうに考えております。
○議長　　お諮りいたします。
　　休憩を取りたいと思いますが、ご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　11時35分まで休憩といたします。（午前１１時２２分）

◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長　　再開いたします。（午前１１時３５分）

　　予算書、歳出の質疑を続けます。質疑ありませんか。菅家三吉君。

○７番　　今年度の当初予算の中で、食鳥処理施設についてご質問させていただきたいと思うんですが、食鳥処理施設の整備事業ということで３億強の予算が組まれております。この投資、実質投資になると思うんですが、この交付金の使い道によってこの町にとってどのようなメリットがあるか、また町民にとってどのようなメリットがあるかお聞きしたいんですけれども、その前に少し何点か細かく質問させていただきたいと思います。
　　まず、他地域からの会津地鶏の生産の処理のほうの請負も新設の施設においては行われるという説明がございましたが、事業拡大、こういった事業拡大によって、事業規模は今までがどのくらいで、新設の設備を設置すると事業はどのぐらいになるか、具体的な数字、売上げとかをもってちょっとご説明お願いいたします。
○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　現在の処理場については、木造で大分老朽化が進んでいるということで、現状ですと月1,500羽、週２日食肉処理をしています。現在のところほとんど全て、町内で飼育した地鶏であります。今後処理計画、新しい新設の処理場ですと月2,500羽、週５日処理をすることになります。内容も食肉処理だけでしたが、ハムとかソーセージ等の加工が可能となります。
　　続きまして効果なんですが、新たな食肉処理場をフルに稼働する場合、現在の従業員からプラス５名程度の雇用が見込まれます。週２日だったのが週５日の処理になるということで、その結果５名程度の雇用が最大見込まれます。それによって処理羽数も先ほど言ったように、月1,500羽から月2,500羽と1.8倍ぐらいになりますので、処理羽数も増大します。その結果、新たな処理場によって食肉加工も可能となりまして、ハムやソーセージ等の加工も可能となります。今までは処理肉を出していたんですが、コンビニ等に入れる場合については、金属、針とかがその肉の中に入っていないかどうかの金属探知機の結果、問題ないというものについてしかコンビニに入れられませんでしたが、今回金属探知機も入れるということで、コンビニ等の製品入荷も可能となります。あとこれまでは、作って地鶏を置くだけだったんですが、今回事務所のほうに来客スペースも置きまして、展示してその場で試食、購入もできるという、そういったスペースのほうも計画しております。
　　以上です。
○議長　　菅家三吉君。

○７番　　売上げの規模的には実数出ているとは思うんですが、何％ぐらいの増を見込んでおられるかお聞きします。
○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　処理羽数が1,500羽から2,500番になりますので、単純に1.6倍ぐらい売上げも伸びるだろう、それにプラスアルファ加工食肉もありますので、その分も見込めるかと考えております。
○議長　　菅家三吉君。

○７番　　細かい数字は出ていない、出していないということでよろしいですか。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　金額については出しておりません。

○議長　　菅家三吉君。

○７番　　少なからず２倍近くですかね、いろいろな事業拡大、新規事業の拡大も含めますと、最低でも２倍ぐらいの売上げ増は見込んでいるのかなと、今のご説明の中ですと想定はできるのですけれども、普通、一般の企業ですと新設の社屋建てるなんていう場合ですと、自己資金ないときは金融機関からの借入れをして新しく事業拡大をして、それに伴って設備投資というふうになっていくんですけれども、今回３億強ということのかなりの金額を町で立てていくということなんですけれども、普通に考えるとその辺の返済であったりという部分がないというか、簡単な話ではないですけれども、そういうところが経費として支払われなくなっていくと、会社運営的にも大分楽なのかなと。その上、事業拡大していくということなんですけれども。
　　新規の雇用は今のご説明ですと５名ほど想定しているということで、雇用拡大という部分ではこの町にとってもいいなという方向にいくなという思いでおります。そして、実際、我々町民が会津地鶏を食卓に並べられているのかという現状を見ますと、なかなかやはり町の声の中では、やはり普通のスーパーで売っている鶏と物が全然違うので比べる話ではないんですけれども、やはり単価が高いと。常に提供できるものではないという声をここ数年自分も携わってきて、お客様のほうからそういったお声をいただいておるところです。公金を使う中で、町民に目に見えるような形で還元されていくべきではないのかなと、今回お金を出していく中でそういうふうに強い思いを感じているのですが、その辺はどういった見解でしょうか。
○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　今、議員のお話のように、会津地鶏は大変食べるとおいしいです。しかし値段的に高いということもありまして、今までも地鶏キャンペーン等をやっていましたが、今度新たに町の予算を導入して、施設を整備してやっていくということで、指定管理者らと協議しながら、どんな町民サービスができるか、今後指定管理者と協議しながら、検討していきたいと考えております。
○議長　　菅家三吉君。

○７番　　ぜひ前向きに町民が目に見える形で地鶏を食卓に並べられたり、例えば来客、お客さんが来たときには三島の会津地鶏だよと食卓に、お客さんにご提供できるような、そんなことになっていかなければやはり会津地鶏、地場産品だと我々声を高らかにしゃべっていてもなかなか町民一人一人に愛されていかなければ、本当の意味で地場産品というところにたどり着かないのではないのかなと思っておりますので、できるだけ町民が会津地鶏に接する機会を多く持ってもらえるように、町のほうからもご指導いただきながらやっていただきたいなと思います。
　　あと最後にもう１点なんですけれどもちょっと疑問に思った点なんですが、今度、今までですと三島で育てた純会津産三島地鶏と、会津地鶏ということでお客様にご提供もできたんですが、今度、他地域、他町村から育てた会津地鶏が処理に入ってくると思うんですが、その辺混同はしないようになっているのか、ちょっとご説明いただければなと思います。
○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　先ほどご説明した月1,500から2,500に増えるというのは、会津若松の地鶏ネットの処理肉を加工するものでありまして、そちらについては処理した後また地鶏ネットに戻すということで、地鶏屋さんで直接販売するものでありませんので、今までどおり三島の地鶏は三島の地鶏の味だと考えております。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。五十嵐健二君。
○３番　　先ほど二瓶議員のほうから質問にあったことに対する質問なんですけれども、一般質問でもした内容とダブりますけれども、町はゼロカーボン、脱酸素社会というふうなことを目指して、今いろんな事業をこれから行おうとしているわけですけれども、先ほど言ったようにゼロカーボンを目指すということは大切なことだと思いますけれども、そのために事業というかその木質バイオマスを利用した事業を行うんではなくて、木質バイオマスの事業を行うその流れとしてそちらのほうに向かっていくというような形で考えていかないと、そのために事業をやるからそれにお金を幾らでもつぎ込んでいいんだというような考え方でやっていきますと、財政的にも大変難しい問題になってくるのではないかなというふうに考えるわけです。これからやろうとしていることは、まきボイラーですか、熱供給のほうに代わってまきボイラーをつるの湯とひだまりにこれから展開していくというような考え方でおられるようですが、工芸館のそのボイラーというのは、先ほど二瓶議員質問したとおりに、大変大きな金額をそこから出ているわけです。山本君が三島で書いておりましたよね。15年間の熱供給のあれを見ると、灯油が一番安くてその次まき、そして電気というふうになっていくということを考えますと、やはり何のためにまきを使ってやっていくのかというのを分かりやすい説明で町民の皆さんに説明していかないと、それをやるからお金を何ぼつぎ込んでもいいんだというような考え方でやってしまうのは、ちょっと私たちもその辺はちょっと疑問に感じるわけですよね。ですから、しっかりと積算していっていただいて、やはり分かりやすいようなシステムをつくっていただくことが大変これから重要になってくるのではないのかなというふうに考えるわけですけれども、地域政策課長にもお伺いしたいんですけれども、今後こういったような事業というのは、町として将来的に目標があるわけですよね。どういったゼロカーボンですか。それが最終的な目標なのか、それとも町がいろいろエネルギー問題、その購入費用少しでもその出る金を少なくするために、こういう事業をやっていくんだというところに視点を置いているのか、その辺のところをちょっとお伺いしたいと思います。
○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　まず事業化に関しましては二瓶議員、五十嵐議員からご指摘のとおり導入コストはかかるにしても、その後の運営コストに関してはやはり相当研究し、お金がかかっていかないようにしなきゃいけないよというご指摘を常にいただいておりますので、協議会、担当課としてはこの木質バイオマスというのも今進めている中でございますが、最初は電気と熱という部分で何とかお金を稼ぎながら、企業の方が会社を運営していければと考えておったんですが、設備投資に相当なお金がかかる、事業者の方々もなかなか手が出せないという部分に陥りまして、それを変更し今度は熱供給型で何とかあの施設に整備して熱供給の代替というか今あるものの代替として木質バイオマスを入れて、そこの熱供給のお金で会社を運営していけないかということをベースに考えておりますので、お２人、議員からのご指摘のとおり、町が全てを払っていくのはなかなか将来的にも大変ですので、その中で町長が常に言うとおり地域循環という部分でエネルギーの中の一つ、木質に関しては、そういう部分で一番の大きな課題でもあるこの山林資源をどう生かしかということの１つの出口という部分でそれを検討してきたところでございますので、大きな目標としては一般質問の中でもあったとおり再生可能エネルギー、町長が言ったとおり町がどういう再生可能エネルギーに取り組むかを進めながら、この地域循環であったり地域資源の活用をどういうふうにこのエネルギーに活用していけるかということを考えていきたいと思っております。
○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　今課長の説明あったとおりに進めていただきたいと思います。やはり運営コストのことは十分に検討しながら進めていかないと、やはり工芸館の薪ボイラーに関してはこれが一つの教訓でありますので、今後、やはり町としてそのお金をどんどんつぎ込むというような形ではなくて、町から出ていくお金、エネルギーの購入費だったりそういうのも関係してくるんですけれども、それを少しでも少なくするような考え方で進めていただきたいと思います。電気に関してもそうなんですけれど、４月１日に東北電力では値上げの申請をしておりますが、まだクエスチョンマークのようなニュースも出ておりますが、値上がった場合にはここに出ている光熱費がどんと上がってくるものだというふうに考えておりますので、そういうところも考えながら今後進めていただきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。
○議長　　答弁いいですか。（「はい」の声あり）ほかに質疑ありませんか。二瓶俊浩君。

○６番　　56ページ、農林水産業費の中の委託料の中で桐製品魅力向上事業ということで600万円という大きな予算が計上されておりますが、内訳をお願いいたします。
○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　こちら森林環境譲与税を活用しまして、ソフト事業に200万。桐成品の作成に400万となっております。内容につきましては、ソフト事業200万につきましては新商品の開発、内容としましてはシューズケース、ランプシェード等の焼き桐の製品の開発を検討しています。これは若手デザイナーと連携しまして、マーケティング調査、方部　　としましては北海道、東京、京都、あと今年若手デザイナーがアメリカのロサンゼルスに行っていますので、ロサンゼルスでの販売展開、あと展示販売会として東京、京都で考えております。
　　次にハード事業として400万円、こちら今まで役場庁舎の受付とか町民センターに桐製品をいろいろ配置しましたが、今度は新たにできるガソリンスタンドの休憩スペースの内装、あとふるさと荘や栄光館等の応接テーブル、こちらのほうにちょっと凝った桐製品を置いて、一般の消費者が来ますので、その辺について桐製品の意向調査等を実施しまして、次の商品展開へ図るということで考えております。
　　以上です。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　といいますとソフト事業の200万、商品開発及び若手デザイナーとのコラボ、これはいつだったかな、９月の議会だったかで修正動議されたものですね。それそのままということですね。そのほかの桐製品の400万というのは見ていただくという形で説明ありましたが、桐加工場の売上げに貢献といいますか、という取り方でよろしいんでしょうか。
○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　前回９月の議会で修正動議で否決されましたので、内容を見直した形で今回予算計上しております。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　そうしますとこのソフト事業の200万のほうで、この前は中身を精査していなかったというようなことを議会の中で答弁されました。今回は、ではどのようなことでその精査内容、何にどうなるというようなことの答弁をお願いいたします。
○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　運営費としまして、マーケティング調査、展示販売会、交通費、宿泊費等で金額にしますと89万円です。広告費としまして、撮影費用、広告サンプル費用としまして30万。活動費としまして人件費、デザイン費、交通費、宿泊費含めて30万5,000円となっております。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　では次に、スタンドふるさと荘栄光館に見ていただくように取りあえず置いてみたいという製品は何であって、どのような計画を持っておられるか、製品どのようなものをどのくらいでやるのかということですね。
○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　ハード事業としまして400万、ガソリンスタンドにつきましてはお客さんが休憩するテーブルカウンター等、その辺に桐製品を使いたいと考えています。あと栄光館とかふるさと荘につきましては、こういった桐だんすのほうでデザインしたテーブルがあります。この緑の部分は樹脂を使って只見川とか大谷川をイメージした、こういったデザインのテーブルを使っていますので、そちらのほうのテーブルといすのほうを施設と協議しながらやる方向で考えております。（「値段は」の声あり）
○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　現在見積り中なので400万の中で相手方と協議しながら、どこまで入れられるかということで、場合によっては複数年になるかもしれませんが、その中でやりたいと考えておりますので個別のまだ見積りは上がってきていない状況です。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　これから先、全員協議会等月１回というようなことで進めていくということになっておりますので、１回、桐製品については、えと思うような値段がすごく出てくることが今までも多々ありました。30万のベッドだとかまだ目にしておりませんが、ちょっと考えられないようなこともございますので、ぜひ値段と製品等がこれでこうなるんだというようなことが確定いたしましたら、ぜひ全員協議会等の中で説明していただきたいというふうにお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。
○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　具体的な内容が決まりましたら、全員協議会で報告したいと考えております。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　それで、このソフト事業の200万ということなんですが、これ新商品を介す北海道、京都、東京、アメリカというようなことでこの前も言われておりまして、その回答がございましたが、これは桐タンス株式会社の開発の宣伝、この前、修正動議をなった部分、そのままそっくりやはり桐工場の株式会社会津桐タンスだっけ、の工場の一つの事業の支援という取り方でよろしいんでしょうか。
○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　桐だんすのほうで若手デザイナーと連携してやっていく取組について、ソフト事業の200万は支援する計画であります。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　というのは、桐だんす１社の話ですね。よろしいですか。
○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　桐だんすのほうに支援を予定しております。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　前回の修正動議で説明させていただいたときにも、町の指定管理にはなっておりますが、税金ですよね。例えば森林環境譲与税の町に入ってくるとしても、その中で１社に限った支援をしていく、それはおかしいんじゃないかということで、この前は財源が一般財源だったので特に言わせていただきましたが、例え森林環境譲与税であろうが、１社に限って入っていくと、町が入っていくんだということはおかしくありませんか。
○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　桐だんす工場につきましては、町が補助事業を導入してつくった施設でありまして、指定管理者ということで出しております。そこの雇用の確保のために、今回予算を計上しましたが、若手デザイナーとしましては三島の桐をＰＲするということで、個人のホームページにつきましては、桐だんす以外の町の林業事業体の例えば桐のフローリングですとか、桐の板とかそういったものもあるよということで、町の桐について若手デザイナーについては、世界のほうにも発信する予定であります。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　ですから言っているのは、中身も分かりますけれども会社、一つの会社に対しての支援でしょうと言って、そうですと答弁されているんですよ。それはおかしくないんですかと言っています。三島町の一つの会社だけに町が税金を費やして支援していくのはおかしくないんですか。それがあるので、この前修正動議でそれは違うんじゃないんでしょうかというようなことで、たたきつけたわけです。なのに全然何の変わりもなく、一つの大きな譲与税という出るところが変わったものの中に繰り込んでまるきり同じものを入れてくる、何もあそこで議会として、皆さんが賛成していただいてやったことが全然生かされていないのではありませんか。
○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　なかなか桐だんすの運営もコロナ禍で製品の落ち込み等がありまして、なかなか大変な状況です。ですので若手デザイナーに対する支援の窓口は桐だんすにしましても、若手デザイナーのほうには町の桐製品のＰＲを努めていただくということでお願いしたいと考えています。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　ですからこれは林業費の中だから、こんな桐だんすには近くなって当てはまるんだろうというような、全部の企業じゃなくて林業に絞られたのでということで多分入れてこられたんでしょうが、やっていることは同じなんです。そしてコロナが今解除されてきている中でも大変なのは皆同じなんです。それをこの前も訴えたんですよ。ここだけが大変じゃないんですよ。ほかも大変なんですよ。なのになぜここだけに支援するんですかということで、この前も質問したんですよ。まるきり同じなんですよ。それが全然改善されてない。納得する理由がありません、今聞いている中で。その納得させて、これがこうなってこうなってこうなったんで今度はこうなんですよ、どうですか理解していただけませんかというようなものは一切ありません。名目を変えただけ、出すお金の場所を変えただけ。これ、議会どう思っているのかな。あそこで決めたこと、みんなでそれはそうだよ、苦しいのそこだけじゃないんだぞということでおかしいだろうということで公平公正という言葉を使ってやったんですよ。なのにまた同じところに戻ってくるっておかしいことじゃないんですか。議会の軽視に当たりませんか。いかがですか。
○議長　　副町長。
○副町長　　たしか前回そのような形で二瓶議員の質問に対して修正動議かかったという記憶してございますが、まず地場産品、先ほど出ている地鶏、加工場、あと桐だんす、特にその地場産品については町が支援していくというのは基本的な姿勢を持っています。あと、特に桐だんすについては株式会社としても出資して、それこそ町を挙げてつくった会社もあります。そういった意味で一般の企業と支援の仕方等がちょっと変わっているかもしれません。そして、あのときの修正動議の後に、コロナ対策で観光事業の支援事業というのを出しました。７件ですかね、ございまして、申請どおり皆さんにやりたい、コロナに対してやりたいことというような支援をしています。今この桐タンスの話していますけれども、この予算書の中には商店街、事業者に対する支援が含まれております。この事業ピンポイントでお話しすると、そういった質問になってきます。予算全体で公平性を確保しているというふうに理解していただきたいと思います。そういうことでそのことによって地場産品を振興することによって雇用が守られたり、そのことによって町民の安心ですとか、あるものが会社があるということの安心感とかそういったところも考えながら、やはりこういうふうにして支援していくのは今後も同じような姿勢でいくのかなというふうに思っております。今までの歴史から見て、そういうふうな形で進めていきますのでご理解いただきたいというふうに思います。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。二瓶俊浩君。

○６番　　その支援の仕方もＰＲであったり商品開発というのであれば、これもまた変わってくるのでないかというふうに感じます。というのは、どこの企業だって商品開発というのは一番目玉であって、どうすればあれかというのは皆さん努力されていると思うんです。できているものを持っていって、飾り物なら飾り物でいいですよ。こういう授業をしております、これいかがですか、こういう使い方できます、これでどうですかというのがほかの事業でやっているものじゃないですか、鳥屋さんだって何だってそうでしょ。焼き鳥であったりそういうもの、できているものを持っていって、うちで地場産業やっていますからどうですかということですよね。なのに、ここの場合は商品の開発、事業の一番中に入ったようなものに入っている。その事業主がやることでしょう、これ。そこに入って、それで余りにも私は普通との違いが出てきているんじゃないのかなと思うんですが、その点はいかがですか。
○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　今まで桐だんす工場でもいろんな製品に携わっています。桐だんす以外にも米びつですとかサーフボード、いろんなものをつくっていますが、今回若手デザイナーと連携して若い人らに桐製品を親しんでもらう、または国外にも桐製品を売り出したいということで、予算計上させていただいている次第であります。
○議長　　お諮りいたします。昼食休憩としたいと思いますが、ご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　１時15分まで休憩といたします。（午後０時０９分）

　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長　　再開いたします。（午前１時１５分）

　　令和５年度予算、歳出の質疑を続けます。質疑ありませんか。大竹克昌君。
○８番　　教育委員会さんの74ページ、いつも一般質問等でも出ています世代間交流促進事業というので少しお聞きします。報奨金と補助金で成り立っているものでありますが、出だし始まった頃は物すごく若い人たちが集まって、すごい交流の場になったと記憶しております。その後コロナ禍にもなり、なかなか事業が展開できなかったと思いますが、昨年度、去年おととしと何か事業の展開なされていましたか。伺います。
○議長　　生涯学習課長。
○生涯学習課長　　世代間交流事業につきましては、数年コロナ禍で活動が停止しておりましたが、今年度９月から活動再開ができまして、第１弾として只見線を活用した只見線ツアーというものを11月に実施したところです。その後、これからの活動について既存の団体でいろいろ話し合った中で、３月の末にはなりますが、５町村の連携の交流会を開催したいということで今進めているところです。次年度につきましても当町だけではなくて、５町村連携した形で交流活動を進めていきたいと今考えているところでございます。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　すばらしい、いいことだと思います。そういった中でこの全員協議会でもらった資料の下に、結婚応援事業というのが載っています。そういった中で、私が言いたいのは世代間交流も含めたその結婚応援、結婚応援事業というのはそもそもサイトのほうも恐らくその何ですか、やり方とかそういうのを多分教えるための金額だと思うんですけれども、世代間交流を含めた上でのなかなか結婚できない方もいるので、世代間交流事業の中で結婚に対する中身、事業、そういったものも予算をつけてもやっていただいて、地元で結婚する人が増えるようなものをつくっていただきたいなと思います。いかがでしょうか。
○議長　　生涯学習課長。
○生涯学習課長　　結婚応援事業につきましても、３年の９月からはぴ福なびというもの、県の結婚対策事業なんですが、そちらに加入しまして、登録料２年間で１万円の半額補助を実施しております。ただ今現在、なかなか加入していただける方がいらっしゃらないので、今後の交流活動の中でいろいろ紹介しながら、気軽に参加していただけるようにしていきたいと考えております。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　ぜひ結婚応援事業のほうも多分ＰＲの仕方だと思うので、知らない人がほとんどです。こういったところもＰＲのほう頑張っていただきたいと思います。
○議長　　答弁いいですか。（「いいです」の声あり）ほかに質疑ありませんか。菅家三吉君。

○７番　　68ページ、教育費、負担金補助金及び交付金の中で、ブリティッシュヒルズ英語体験研修ありますけれども、ちょっと内容説明をお願いします。
○議長　　教育長。
○教育長　　68ページ、ブリティッシュヒルズ英語体験研修でございますが、町の振興計画、そして町の教育振興基本計画でも、英語教育の充実ということが述べられておりました。その中で、ＡＬＴの配置というのを行ってきたわけですけれども、やはり子供たちが英語を使うことがもっと楽しいと感じるようになることを目的といたしまして、ネーティブの英語の講師と触れ合いながら外国について関心を高め、児童生徒の交流を深めながら簡単な英会話ができるようにするために、ブリティッシュヒルズというところで英語体験研修をさせたいなというふうに考えております。小学校の５年生と６年生、2020年から小学校では英語教育が教科化ということ。三、四年生も一、二年生も英語の活動をしておりますし、保育所でも英語の活動をやっているところです。あと中学生の１年生と２年生、あわせて来年度は19名で小中で日帰りでブリッティッシュヒルズは宿泊研修が基本なんですが、取りあえずスタートということで、日帰りで研修に行ってきたいなというふうに思っております。そのためには中学校の先生が小学校に出かけていって、小学校の先生と一緒に事前研修をしながら効果を高められるようにしたいなということで予算を計上させていただきました。近隣の町村全て調査したわけではありませんが、会津美里町とか猪苗代、昭和、西会津ですか、いろんなところで行っておりまして、なかなか予約も取れないぐらいのところでございますので、まずは日帰りでうちの子供たち研修に挑戦させたいなというふうに思っております。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。五十嵐健二君。
○３番　　49ページの保健衛生総務費の中に、委託料で活動量実態調査、活動量利用事業、そして報償費の中で活動量計インセンティブ事業経費、予算取ってあるんですけれども、これはあれですか、歩数計ですか。歩数計ではないですよね。
○議長　　町民課長。
○町民課長　　議員おっしゃるとおり、歩数計の係る活動量計の経費という形で計上しておりまして、あと報償費でも上げているのは、こちらを使った健康教室の事業等で行うための経費として計上しております。
○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　現在、歩数計を利用して今歩数計の１か月に１回だか、私ちょっと利用していないので分からないんですけれども、それを１人当たりの運動量とかなんかを計算しながら、ヘルスアップとかなんかにつなげていくような事業というふうに理解してほしいんですよ。
○議長　　町民課長。
○町民課長　　今私も持っているこの活動量計なんですけれども、こちらのほうについては、今おっしゃるとおり１日の歩数計算またはカロリー計算というものがこのデータの中に蓄積されまして、教育委員会の町民センターのところとか、県立宮下病院、あと桐の里クラブに今健康器具を置いておりまして、その３か所にその活動量計のデータを集約する機械が置いてあるんですけれども、基本的には毎日の日頃の運動、そういったものを毎月このデータ記録で測定させていただきまして、例えば自分の体重の体脂肪はどのぐらいなのかとか、例えば運動量がどうだとか、例えば燃焼系の代謝が増えているかというのを自己管理しながら、健康づくりにつなげていくというようなことでのこの機能を生かした形で取り組んでいるという状況でございます。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。質疑を終結いたします。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第18号、令和５年度三島町一般会計予算を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第18号は原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第19号の審議（質疑・討論・採決）

○議長　　日程第２、議案第19号、令和５年度三島町国民健康保険特別会計予算を議題といたします。

　　説明は終わっておりますので、質疑に入ります。質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。質疑を終結いたします。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第19号、令和５年度三島町国民健康保険特別会計予算を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第19号は、原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　◎議案第20号の審議（質疑・討論・採決）

○議長　　日程第３、議案第20号、令和５年度三島町簡易水道事業特別会計予算を議題といたします。
　　説明は終わっておりますので、質疑に入ります。質疑ありませんか。五十嵐健二君。
○３番　　７ージですか。７ページの町債のほうで桧原の簡易水道、それと過疎債でやはり桧原の簡易水道、両方予算として上がっています。それで、前回令和４年度の当初予算に上げてあったその調査費というのは全然使われないまま終わってしまったわけですけれども、今回この事業をやることで水不足は解消するのかどうなのか、ちょっとその辺をちょっと確認したいと思いますのでよろしく。
○議長　　産業建設課長。
○産業建設課長　　令和５年度に計上した予算につきましては、水源については今のままの水源を活用しまして、菅の配水管、今年も冬に漏水がありまして、かなり水不足になったんですが、その漏水対策をすれば今の現水源でも十分対応可能だということで、新たな水源を求めるのではなくて、取りあえず先行して現在１日当たり10トン程度の漏水が見られる状況で、場所を特定しましても桧原については道路外の原野、山林等に管がある状況なので、その排水管を道路のほうに新たに移設しまして、管理しやすいよう、また管も入替えしますので、耐用年数も確保できるということで、新たな水源ではなくて常に今、毎日10トン程度漏水している管の配管を新たに敷設するということで、来年度委託設計、次年度以降工事のほうを進めて対応する考えでおります。
○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　この工事をすれば今後桧原地区においては、水不足ということは解消されると理解してよろしいわけですね。あと、この工事については桧原地区のほうの地区民のほうと、保護の仕組みのほうに説明をしっかりしていただいて工事に取りかかっていただきたいんですけれども、やはり地区の人たちが今回問題になっていたのは、当初予算に上がっていた調査費が全然使われていないということもさることながら、その相談もなかったというのが大分桧原地区の人たちは、そのことに対して非常に強い口調で話しているわけですけれども、今後そういうことがないように、こういったやはり水というのは大変、非常に大変大切なものでありますから、工事の際にはその地区の人たちへの説明を十分にしていただきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。
○議長　　産業建設課長。
○産業建設課長　　桧原地区について、昨年の座談会の中で大分お叱りも受けましたし、以後、それ以後ないように取り留めていきたいと思います。ただし、一応昨年度の調査費の取りやめとか給水については、一応桧原区長には役場のほうで連絡しましたが、その中で、区の中でうまく伝わっていないということで、今後は役員等に対して丁寧な説明で対応していきたいと考えております。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑を終結いたします。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第20号、令和５年度三島町簡易水道事業特別会計予算を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第20号は、原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　◎議案第21号の審議（質疑・討論・採決）

○議長　　日程第４、議案第21号、令和５年度三島町路線バス事業特別会計予算を議題といたします。

　　説明は終わっておりますので、質疑に入ります。質疑ございませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。質疑を終結いたします。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第21号、令和５年度三島町路線バス事業特別会計予算を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第21号は、原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　◎議案第22号の審議（質疑・討論・採決）

○議長　　日程第５、議案第22号、令和５年度三島町農業集落排水事業特別会計予算を議題といたします。

　　説明は終わっておりますので、質疑に入ります。質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。質疑を終結いたします。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第22号、令和５年度三島町農業集落排水事業特別会計予算を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第22号は、原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　◎議案第23号の審議（質疑・討論・採決）

○議長　　日程第６、議案第23号、令和５年度三島町介護保険特別会計予算を議題といたします。

　　説明は終わっておりますので、質疑に入ります。質疑ございませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑を終結いたします。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第23号、令和５年度三島町介護保険特別会計予算を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第23号は、原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　◎議案第24号の審議（質疑・討論・採決）

○議長　　日程第７、議案第24号、令和５年度三島町戸別合併処理浄化槽事業特別会計予算を議題といたします。

　　説明は終わっておりますので、質疑に入ります。質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑を終結いたします。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第24号、令和５年度三島町戸別合併処理浄化槽事業特別会計予算を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第24号は、原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　◎議案第25号の審議（質疑・討論・採決）

○議長　　日程第８、議案第25号、令和５年度三島町後期高齢者医療特別会計予算を議題といたします。

　　説明は終わっておりますので、質疑に入ります。質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑を終結いたします。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第25号、令和５年度三島町後期高齢者医療特別会計予算を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第25号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議員提出議案第１号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第９、議員提出議案第１号、三島町議会の個人情報の保護に関する条例を議題といたします。
　　説明を求めます。事務局長。
　　　　　　　　　　（事務局長報告）
○議長　　提案者より説明を求めます。６番、二瓶俊浩君。
○６番　　６番、二瓶俊浩でございます。ただいま事務局長から説明がありましたとおり、令和３年５月個人情報保護法が改正されました。この法改正により、地方公共団体の執行機関に適用される規定が地方議会は適用対象外となりました。しかし、改正保護法では、地方公共団体は、個人情報の適切な取扱いを確保するために必要な施策を策定し、これを実施する責務を有すると規定されているため、当議会としても法の趣旨にのっとり、議会独自の個人情報保護条例を策定する必要があります。
　　今回提出する条例は、改正保護法の規定に対する内容となっており、対象は基本的に議会事務局長が保有する個人情報となっており、各議員が有する個人情報は対象とはなりません。
　　以上の趣旨に鑑み、別紙条例案を提出いたしますので、議員各位のご賛同をお願いいたします。
○議長　　説明が終わりました。
　　これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）
○議長　　討論を終わります。
　　これより、議員提出議案第１号、三島町議会の個人情報の保護に関する条例を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議員提出議案第１号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎継続審査の申出について

○議長　　日程第10、継続審査の申出についてを議題といたします。

　　説明を求めます。事務局長。
　　　　　　　　　　（事務局朗読）
○議長　　お諮りいたします。

　　ただいま継続審査の申出のとおり、継続審査とすることにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定いたしました。

　　　　　　　　　　◎閉会

　　以上をもちまして、本会議に付議されました案件の審議は全部終了いたしました。

　　よって、令和５年第１回三島町議会定例会を閉会いたします。

　　ご苦労さまでした。

（午後１時４９分）

　　会議の経過を記載し、その相違ないことを証するためここに署名する。

　　三島町議会議長　

　　三島町議会署名議員　

　　三島町議会署名議員　
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